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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

―
公
民
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
―

公
民
館
は
市
民
の
文
化
活
動
や
学
習
仲
間
づ
く
り
な
ど
の
た
め
の

学
習
施
設
で
す
。

会
場
を
利
用
し
た
グ
ル
ー
プ
の
学
び
や
、
講
座
や
図
書
室
な
ど
を

通
し
た
個
人
で
の
学
び
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

講
座
へ
の
参
加
や
会
場
の
利
用
は
無
料
で
す
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。国

立
駅
南
口
か
ら
徒
歩
約
５
分

国
立
市
公
民
館
正
面

� ４月分　
１２日（土）昼～
　　＊「生命とは何か」
１３日（日）昼～
　　＊図書室のつどい
　「海のグレートジャーニーと
　　若者たち」
２４日（木）夜～
　　＊「文化祭実行委員会
　　�～文化祭を一緒に作りましょ

う！～」
２７日（日）昼～
　　＊シネボックス　公民館映画会
　　『アントニー・ガウディー』

� ５月分　　　
７日（水）朝～
　「シルバー学習室」
８日（木）夜～
　　「くにたちブッククラブ」
１３日（火）朝～
　「生活のための日本語講座」
１５日（木）朝～
　「女性の生きかたを考える講座」
１７日（土）昼～
　　�「しょうがいしゃと交流をしよ

う！～陶芸を通して～」
２４日（土）昼～
　「からだであそぼう
　　～身体表現ワークショップ～」

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。
　各講座の詳細については、２ページ以降をご覧ください。

☎ ０４２-５７２-５１４１
FAX０４２-５７３-０４8０
休館日：毎週月曜日

発行

国立市公民館
〒１8６-０００４
国立市中１-１５-１

学
び
、つ
ど
い
、広
が
る
場

平成２６年度　公民館講座が始まります！

信
用
金
庫
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「図書室のつどい」と「公民館映画会」は
月に１回開催しています。申込みは不要です。

お気軽にお越しください。

自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

〈シネボックス　公民館映画会〉
《シリーズ「ニッポンの記録映画」�vol.４０》

『アントニー・ガウディー』
勅使河原プロ　１９８４年　カラー ７２分

 図書室には約２万５千冊余りの本と、５０種類ほ
どの日本語・外国語の新聞、雑誌があります。公
民館活動、市民活動の資料室としての役割も持っ
ています。開室時間中は自由に読むことができ、
国立市内在住、在勤、在学者および国分寺と府
中、立川市民は図書や資料を借りることもできま
す。初めて借りる方は住所を確認できるものをお
持ちください。図書利用カードは市内の図書館と
共通です。
開室時間　火、木、金、日、祝日…朝９時～夕５時
　　　　　水曜日、土曜日…朝９時～夜８時
休室日　毎週月曜日と年末年始

製作・監督・編集　勅使河原宏　　撮影　瀬川順一
音楽　武満徹
あの壮大なサグラダ

・ファミリア（聖家
族）教会やグエル公園
などで知られる、スペ
インが生んだ最大最高
の建築家アントニオ・
ガウディ。
その建築の枠を超え

た空間芸術ともいえる
作品世界に、『砂の女』『利休』など独自の映像表現を創出
し続けた孤高の映画作家・勅使河原宏が挑んだ野心作。
映像の鬼才は、２０世紀最大の怪物の遺した歴史的偉業の

数々に如何なる≪美の世界≫を発見したのか―。

と　き　４月２７日（日）昼２時～
ところ　公民館　地下ホール　定員　８５名（当日先着順）
＊�ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

お　話　関野　吉晴�（探検家・医師・武蔵野美術大学）

約１０年にわたってアフリカから南米大陸に広がる人類の
旅路「グレートジャーニー」を辿

たど

る旅をした関野さんは、
アフリカを出た人類が日本列島に至る足跡を辿る「新グレ
ートジャーニー」を２００４年にスタートしました。東南アジ
アから島々を渡って日本列島に至る「海のルート」を辿る
旅には、２００人を超える若者が参加しました。航海に使う
カヌーの材料となる木を切るための斧やナタを作るところ
から始まったこのプロジェクト。関わった若者たちの「気
づき」に寄り添った関野さんのお話をうかがいます。

〈関野さんの本〉『人類滅亡を避ける道―関野吉晴対論集』
（東海教育研究所）『海のグレートジャーニーと若者たち―
４７００キロの気づきの旅』（武蔵野美術大学出版局）ほか多数

と　き　４月１３日（日）昼２時～４時　定　員　８５名
ところ　公民館　地下ホール＊ご自由においでください。

秋の市民文化祭に向けて、実行委員会を立ち上げて準備
に入ります。
文化祭は、グループ活動や美術、伝統文化､ 芸能など、
日ごろの活動の成果を発表する場です。文化の交流で、地
域の仲間を広げてみませんか。市民文化祭を盛り上げ、地
域での豊かなつながりをつくりましょう。文化祭で発表を
希望するグループは実行委員会にご参加ください。
多くのグループ、個人の参加をお待ちしています！

�第１回　文化祭実行委員会

と　き　４月２４日（木）夜７時～
ところ　公民館　３階講座室　
連絡・問合先　公民館☎（５７２）５１４１
＊実行委員会は全４回開催予定です。

お気軽にご参加ください

図書室関連講座
講師をお招きしての読書会

－くにたちブッククラブ－

著者のお話を聞く
－図書室のつどい－

昨年４月の図書室のつどい
「東京多摩の団地にみる
戦後思想史」

２階　図書室

第５９回　くにたち市民文化祭

第１回実行委員会のお知らせ

文化祭を一緒につくりましょう！文化祭を一緒につくりましょう！

＜図書室のつどい＞

海のグレートジャーニーと若者たち

―４７００キロの気づきの旅―
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月
に
一
度
、
小
説
の
世
界
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
物
語
の
魅
力
的
な
人
物
と
の

出
会
い
は
、
新
た
な
自
分
と
の
出
会
い
に
も
繋
が
る
は
ず
で
す
。

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
で
は
、
作
品
を
読
ん
で
各
自
の
読
み
を
出
し
合
い
、
参
加
者
の
話

や
講
師
の
お
話
を
聞
い
て
読
み
を
深
め
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

夜
７
時
半
～
９
時
半

と
こ
ろ　

公
民
館　

３
階
講
座
室

申
込
先　

公
民
館
☎
（
５７２
）
５
１
４
１

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

月　

日

作　
　

品

講　

師

５
／
８（
木
）
古
井
由
吉
「
杳
子
」

（『
杳
子
・
妻
隠
』
所
収
、

新
潮
文
庫
）

紅こ
う

野の　

謙
介

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

６
／
１２（
木
）
川
上
未
映
子
『
ヘ
ヴ
ン
』

（
講
談
社
文
庫
）
金か
な

井い　

景
子

（
早
稲
田
大
学・日
本
近
代
文
学
）

７
／
１０（
木
）
金
子
光
晴
『
ど
く
ろ
杯
』

（
中
公
文
庫
）
佐
藤　

泉

（
青
山
学
院
大
学・日
本
近
代
文
学
）

９
／
１８（
木
）
星
野
智
幸
『
俺
俺
』

（
新
潮
文
庫
）
小お
だ
い
ら平　

麻
衣
子

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

１０
／
９（
木
）
永
井
荷
風
「
す
み
だ
川
」

（『
す
み
だ
川
・
新
橋
夜
話
』

所
収
、
岩
波
文
庫
）

大
野　

亮
司

（
亜
細
亜
大
学・日
本
近
代
文
学
）

１１
／
１3（
木
）
金
原
ひ
と
み
『
マ
ザ
ー
ズ
』

（
新
潮
文
庫
）
榎
本　

正
樹

（
現
代
日
本
文
学
）

１２
／
１１（
木
）
泉
鏡
花
『
草
迷
宮
』

（
岩
波
文
庫
）

東
郷　

克
美

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・

日
本
近
代
文
学
）

１
／
８（
木
）
田
中
慎
弥
『
共
喰
い
』

（
集
英
社
文
庫
）
山
岸　

郁
子

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

〈
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
〉

時
空
を
こ
え
る
言
葉　
２

 

どなたでも利用できます

公民館図書室
　新聞、雑誌、公民館や市民活動の
記録などが閲覧できます。

市民交流ロビー
　グループの集まりの前後や合間に休憩することが
できます。またグループの展示会などに利用すること
もできます。

喫茶「わいがや」は、「障害
をこえてともに自立する
会」が運営しています。
開店時間は昼１２～夕６時
（不定休あり）

ちょっと一休みにどうぞ

昨年の文化祭では、ロビーで
ヘルマンハープの演奏会や美
術展も行われました

図書室は中２階と
２階にあります
（車イス・ベビー
カーでお越しの方
は、昇降機をご利
用ください )

中２階は富士見通り
沿いです
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曜
よう

　日
び

時
じ

　間
かん

火
か

曜
よう

日
び

Am.１０：００～１１：3０
火
か

曜
よう

日
び

Am.１０：００～１１：3０
火
か

曜
よう

日
び

Pm.6：3０～8：００
水
すい

曜
よう

日
び

Am.１０：００～１１：3０
水
すい

曜
よう

日
び

Am.１０：００～１１：3０
木
もく

曜
よう

日
び

Am.１０：００～１１：3０
木
もく

曜
よう

日
び

Am.１０：００～１１：3０

コース 入
にゅう
　門
もん

初
しょ
級
きゅう
Ⅱ 夜

よる
の部

ぶ
・初
しょ
級
きゅう

初
しょ
級
きゅう
Ⅰ 会

かい
　話

わ
入
にゅう
　門
もん

初
しょ
級
きゅう
Ⅱ

対
たい

　象
しょう これから勉

べん

強
きょう

を始
はじ

める方
かた

日
に

本
ほん

語
ご

で簡
かん

単
たん

な
会
かい

話
わ

ができる方
かた

朝
あさ

の講
こう

座
ざ

にこら
れない方

かた
ひらがなの読

よ

み
書
か

きができる方
かた

日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

を学
まな

びたい方
かた

これから勉
べん

強
きょう

を始
はじ

める方
かた

日
に

本
ほん

語
ご

で簡
かん

単
たん

な
会
かい

話
わ

ができる方
かた

講
こう

　師
し

森
もり

　恵
けい

子
こ

河
かわ

村
むら

　双
ふた

葉
ば

谷
たに

　美
み

穂
ほ

寺
てら

尾
お

　三
み

枝
え

子
こ 井

い

本
もと

　美
み

穂
ほ

大
おお

野
の

　宏
ひろ

子
こ 森

もり

　恵
けい

子
こ

山
やま

本
もと

　誠
せい

子
こ

開
かい

始
し

日
び ５月１3日～ ５月１3日～ ５月１3日～ ５月１４日～ ５月１４日～ ５月１５日～ ５月１５日～

個人的・集団的力量を発達させる権利である。

１
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
同
じ
市
内
に
暮
ら
す
仲
間

と
の
交
流
を
深
め
て
い
く
講
座
で
す
。
終
了
後
に
は
同
窓
会
「
心
遊
会
」
に
参
加
し

て
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
続
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

春
か
ら
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
方
、
市
内
で
の
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い

方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

と　

き　

５
月
７
日
～
３
月
４
日　

毎
週
水
曜
日　

朝
１０
時
～
１２
時

と
こ
ろ　

公
民
館　

３
階
集
会
室
ほ
か
（
料
理
は
福
祉
会
館
）

定　

員　

２５
名
（
市
内
在
住
で
、
年
間
を
通
し
て
参
加
で
き
る
方
）

申
込
先　

４
月
９
日
㈬
朝
９
時
か
ら　

公
民
館
☎
（
５７２
）
５
１
４
１

《 

主
な
内
容 

》

◆
健
康
を
考
え
た
手
軽
な
料
理

高
血
圧
や
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
食
事
な
ど
を
作
り
ま
す
。

講
師
　
北
川
　
み
ど
り
（
管
理
栄
養
士
）

◆
く
に
た
ち
の
自
然
に
目
を
む
け
る
（
自
然
観
察
）

市
内
を
歩
い
て
、
春
と
秋
の
植
物
を
学
び
ま
す
。

講
師
　
神か
ん

成な
り

　
カ
ネ
（
な
ず
な
の
会
）
ほ
か

◆
三
原
色
で
絵
が
描
け
る
（
水
彩
画
入
門
）

初
心
者
で
も
描
き
や
す
い
「
キ
ミ
子
方
式
」
で
水
彩
画
に
挑
戦
し
ま
す
。

講
師
　
松
本
　
キ
ミ
子
（
女
子
美
術
短
期
大
学
）

◆
音
を
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
す
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
）

軽
い
運
動
を
し
た
り
歌
を
歌
っ
て
、
心
と
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

講
師
　
濱
谷
　
紀
子
（
同
志
社
女
子
大
学
）

◆
く
に
た
ち
の
昔
の
暮
ら
し
を
知
り
、
時
代
を
振
り
返
る
（
歴
史
）

昔
の
道
具
や
食
事
か
ら
、
国
立
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

講
師
　
佐
伯
　
安
子
（
く
に
た
ち
の
暮
ら
し
を
記
録
す
る
会
）

◆
高
齢
者
の
生
活
を
考
え
る
（
リ
ク
エ
ス
ト
講
座
）

高
齢
者
福
祉
制
度
や
市
内
の
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
の
活
動
な
ど
、
皆
さ
ん
が
学

び
た
い
こ
と
を
取
り
上
げ
ま
す
。

＊
各
コ
ー
ス
の
間
に
は
懇
談
会
を
行
い
ま
す
。

 
地
域
で
仲
間
づ
く
り
！

シ

ル
バ
ー
学

習

室

場
ば

　所
しょ

� 公
こう
民
みん
館
かん
　　定

てい

　員
いん

　各
かく
コースとも１５人

にん
くらい

費
ひ

　用
よう

� テキスト代
だい
　２，５００円

えん
くらい

申
もうしこみさき

込先� 公
こう
民
みん
館
かん
２階
かい
窓
まど
口
ぐち
で申
もう
込
しこ
んでください。

火
か
曜
よう
～金
きん
曜
よう
Am.９：００～ Pm.５：００（祝

しゅく
日
じつ
を除
のぞ
く）

にほんごおしゃべりサロンもやっています！

「生
せい
活
かつ
の 情

じょう
報
ほう
が知

し
りたい」、「日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
で困

こま
っているこ

とを相
そう
談
だん
したい」、「日

に
本
ほん
語
ご
でたくさん会

かい
話
わ
がしたい」と

いう方
かた
はぜひきてみてください。（１回

かい
目
め
：４月２２日㈫）

と　き：基
き
本
ほん
的
てき
に第
だい
１・３火

か
曜
よう
日
び
（Pm. ３：００～４：3０）

場
ば
　所

しょ
：公

こう
民
みん
館
かん
☎（５７２）５１４１

※日本人のボランティアも募集中です。詳しくは公民館
までお問合せください。

Japanese�language�needed�in�daily�life
Japanese Language classes for people from

abroad will start on May, 2014 at the

Kunitachi Kouminkan. For more information,

please call 042（572）5141（Kouminkan）.

生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びます。日
に

本
ほん

語
ご

のレベルに合
あ

わせて
勉
べん

強
きょう

できます。小
ちい

さな子
こ

どものいる方
かた

は、子
こ

どもをあずけて
勉
べん

強
きょう

できます（市
し

内
ない

に住
す

んでいる方
かた

）。くわしいことは公
こう

民
みん

館
かん

までお問
とい

合
あわ

せください。公
こう

民
みん

館
かん

☎042（572）５１４１

※各
かく

曜
よう

日
び

の午
ご

前
ぜん

の講
こう

座
ざ

終
しゅう

了
りょう

後
ご

と土
ど

曜
よう

日
び

の朝１0時
じ

から、ボランティアによる会
かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

のサポートがあります。

 生
せい

活
かつ

のための

日
に

本
ほん

語
ご

講
こう

座
ざ
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

し ょ う が い し ゃ 青 年 教 室
しょうがいしゃ青年教室は、しょうがいがある若者とない若者が共に活動して、お互いに学
び合う場をつくることを目的にした青年教育事業です。一緒に活動するメンバーを募集します。

右記の７つのコースに分かれ、年に６～１０回程度活動し
ます。いずれかのコースを選んで参加できます。
また、全体での活動（クリスマス会、合宿など）も年に
数回あり、希望に応じて参加できます。

期　間　５月～来年２月。
� 右記のコースごとに月１～２回程度。
対　象　市内在住・在学・在勤の学校卒業後～3０歳くらい

までのしょうがいしゃ手帳を持つ方
� ＊共に活動するスタッフも募集中！
申込先　４月１１日（金）までに、朝９時～夕５時の間に来

館または電話で担当までご連絡ください。
� 公民館☎（５７２）５１４１
※受付時間内に来られない方は早めにお電話ください。
※コースの参加人数にはそれぞれ定員がありますので、ご
希望にそえない場合もあります。

この講座は滝乃川学園の協力を得て、陶芸をしながらし
ょうがいがある若者と交流をします。作った作品の一部は
公民館にある喫茶「わいがや」の食器として使います。
講座終了後は、公民館１階の市民交流ロビーで、作品展
を開きます。関心のある方の参加をお待ちしています。

講　師　木村　冨美枝、大野　博美

と　き　５月１７日～１１月１５日　全１０回�
� 第１・３土曜日　昼１時半～４時
� （８月は休み、１１月は１５日のみです）
ところ　滝乃川学園成人部作業棟　２階陶芸室
� ※初回は公民館１階青年室で説明会を行います。
対　象　原則全回参加できる方（１８歳以上）
定　員　５名（先着順）
申込先　４月２７日（日）朝９時～（来館、または電話）
� 公民館☎（５７２）５１４１

のびのびとからだを動かして、自分を表現してみません
か？　まずは深呼吸をしてからだをほぐし、毎回、音楽や
小道具などいろいろなヒントを使って楽しみながら自分の
イメージを豊かに表現していきます。
こころもからだも、ゆるめて自分の可能性を開放し、仲

間と楽しく作品を創りましょう。全８回の講座の最後に
は、青年室のクリスマス会で作品を発表します。

ファシリテーター　大川　あじさい

〈プロフ�ィール〉多摩美術大学卒。アーティスト。演劇・
ダンス・絵画作品など発表。ジャンルにとらわれ
ない独自の表現を模索・活動中。公民館内の喫茶
「わいがや」元スタッフ。

と　き　５月２４日、６月２８日、７月２６日、９月２７日、
� １０月２５日、１１月２２日、１２月１３日、１４日
� 土曜日　昼２～４時（全８回）
� （※８月はお休み、１２月１４日（日）は発表会）
ところ　公民館　地下ホール
対　象　�身体を使って表現すること、しょうがいがある人

と一緒に舞台をつくることに関心がある方。年齢
・国籍・性別・しょうがいの有無は問いません。
※しょうがいがある方は、後日面談をする場合が
あります。

定　員　２０名（先着順）
申込先　４月９日（水）朝９時～５月１６日（金）夕５時
� 公民館☎（５７２）５１４１

スポーツ：市内体育館でさまざまなスポーツに挑戦します。
昨年度はバスケットボールやソフトボールなど
を行いました。
第１金曜日の夜６時半～８時

Ｙ Ｙ Ｗ：�一人ではやらないことを皆で企画して楽しい時
間を過ごす講座です。
第２金曜日の夜７時半～９時

クラフト：毎回一つオリジナルの作品を作ります。
昨年度は年賀状作りなどをしました。
第４金曜日の夜６時半～８時

リトミック：音や音楽のリズムに合わせて身体を動かします。
第２土曜日の昼２時～４時

料　　理：さまざまなカレーをこだわって作ります。
他にも、昨年度は餃子やひじきご飯・豆腐ハン
バーグを作りました。
隔月第３土曜日の夕５時半～８時

喫茶実習：公民館内の喫茶「わいがや」で喫茶体験をします。
開店時と希望日時を調整して日程を決めます。

陶　　芸：毎月第１・３土曜日の午後　※左下段参照

しょうがいしゃと交流しよう！
〈陶芸を通して〉

〈身体表現ワークショップ〉

―のびのびとうごくワークショップ―
からだであそぼう

３月はみんなで合宿へ行きました（相模湖にて）
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講　師　田沼　靖
せい

一
いち

（東京理科大学）

近年注目を集めている再生医療や遺伝子治療など、生命
科学の発展が新たな医療の道をひらきつつあり、生命の根
幹に関わるところまで技術が進んできています。これらの
技術をどう利用していくか、社会の中でよく考えていく必
要があると田沼さんは述べています。生命科学の最前線を
正しく理解し、「生命とは何か」という問いに対して主体
的に考える機会にしましょう。
と　き　４月１２日（土）昼２時～４時
ところ　公民館　地下ホール　定　員　８５名
＊ご自由においでください。
＊本講座は２月に実施予定でしたが、降雪の影響で延期し
たものです。

と　き　５月１日（木）、１５日（木）、２９日（木）、（全３回）
� いずれも朝９時半～１１時４５分
ところ　総合体育館　第１体育室
指導員　国立市スポーツ推進委員　遠田マチ子ほか
対象・定員　市内在住・在勤でバドミントンを経験した
� 　　ことのある方　４０名
　　　※応募者多数の場合は抽選
費　用　保険料１日につき１５０円、シャトル代千円

と　き　５月１４日（水）、１５日（木）、２１日（水）、２８日（水）
� ２９日（木）、６月４日（水）（全６回）
� いずれも夕４時～６時
ところ　総合体育館　室内プール　費用　無料
指導員　国立市スポーツ推進委員　保坂智子ほか
対象・定員　�市内在住・在学の小学４・５年生、６年生。

計４０名
　　※泳げない６年生を優先します。
　　　応募者多数の場合は抽選。
≪事業の申込み方法≫
申込み　往復はがきの往信用裏に氏名（フリガナ）・性別

・（水泳教室は学年も）・住所・緊急連絡先電話
番号を、返信用表に住所・氏名を記入し、お申込
みください。※はがき１枚につき１名。（バドミ
ントン教室は、同一住所であれば複数名記載可。）
複数名の応募・記載漏れの場合は無効。

� ４月２１日（月）必着
申込先　〒１８６―８５０１　国立市教育委員会　生涯学習課
� 「バドミントン教室（初級者向け）」係
� または「小学生の初心者水泳教室」係

一人の大人として、同じ地域に暮らす女性たちと学び合
う時間を持ちませんか。自分自身をふり返り、参加者同士
で話し合うなかから、次のステージを見つめましょう。

講　師　堀本　麻由子（東海大学）�
� 冨永　貴

たか

公
ひろ

（東海大学講師）ほか

と　き　５月１５日～９月１８日（全１２回、夏休みあり。）
� 毎週木曜日　朝１０時～１２時
ところ　公民館　３階集会室　　
対象・定員　女性　２０名（先着順）
申込先　４月１１日（金）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１
保　育　子ども定員１０名（市内在住の方、先着順）。５月

８日（木）朝１０時からオリエンテーションを行い
ます。おやつ代3００円（１２回分）をお持ちください。

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

生命とは何か
―「生命科学」が進む先―

女性のライフデザイン学
〈女性の生きかたを考える講座〉

《 社 会 体 育 事 業 》

「バドミントン教室（初級者向け）」参加者募集

「小学生の初心者水泳教室」参加者募集

＊詳しくは「公民館だより」の紙面等でお知らせします。
予定ですので、事業等を変更する場合があります。

平成２６年度　社会体育事業年間予定

社会体育事業の問合せは、教育委員会　生涯学習課・体育担当☎（５７６）２１０７（直通）まで

対象 事　　業　　名 回　数

こ
ど
も
向
け

小学生の初心者水泳教室 ６回
小学生のテニス教室 ３回

小学生の水のサバイバル教室（着衣泳） ３校
（１校１回）

サッカー教室 ４回
ストリートダンス教室 １回
スポーツ子どもの日 １回

お
と
な
向
け

バドミントン教室　初級 ３回
みんなの水中運動＆水泳教室 ６回

６０歳からの健康体操教室 ３会場で
２回づつ

スポーツを安全に楽しむための講習会 ３回
ママビクス ３回
街を・山を歩く ４回

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

ミニ体力測定会
【ファミリーフェスティバル内】 １回

ファミリーアウトドア教室 ４回
ファミリーソフトボール教室 ２回
ファミリータグラグビー教室 １回
みんなの卓球教室 １回
スポーツ講演会 １回
出張健康体操教室 ５回まで
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フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
会
員
募
集

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
魅
力
を
追
及
す
る

と
共
に
、
メ
ン
バ
ー
の
和
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
先
生
の
指
導
を
受
け
、
演

奏
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
桜お

う

音い
ん

の
会
」

日
時　

毎
月
第
二
、四
㈫
夜
６
時
～
８
時

場
所　

市
の
公
共
施
設

連
絡
先　

西
村
０９０
（
１２１０
）
２
６
４
０

混
声
合
唱
団　

会
員
募
集

「
国
立
と
き
わ
五
万
の
歌
の
会
」で
す
。

ジ
ャ
ズ
ミ
サ
、
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
、
長
井

則
文
作
品
等
、
楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。

ご
経
験
者
大
歓
迎
！

指
導
は
羽
田
喜
久
代
先
生
で
す
。

日
時　

毎
月
第
二
日
曜
日　

昼
１
時
～

場
所　

商
協
ビ
ル　

Ａ
会
議
室

連
絡
先　

一い
っ

法ぽ
う

師し

０９０
（
２５６３
）
７
９
１
９

社
交
ダ
ン
ス
の
会
「
サ
ン
メ
イ
ト
」

ス
テ
ッ
プ
（
筋
ト
レ
）、覚
え
る
（
脳

ト
レ
）、
健
康
増
進
に
最
適
。
団
体
レ

ッ
ス
ン
楽
し
く
。
男
性
会
員
多
く
、
よ

り
多
く
の
女
性
会
員
募
集
。
指
導
は
モ

ダ
ン
Ａ
級
の
女
性
講
師
。
見
学
随
時
可
。

日
時　

毎
週
月
曜
日　

昼
３
時
～
５
時

場
所　

総
合
体
育
館　

３
階
体
育
室

連
絡
先　

寺
島
（
５７５
）
７
０
４
６

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
へ
の
お
誘
い

「
ダ
ン
ス
メ
イ
ト
」
で
社
交
ダ
ン
ス

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
プ
ロ
Ａ
級
の
女

性
講
師
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
で
和
気
あ

い
あ
い
と
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。
自

主
練
習
も
あ
り
見
学
は
い
つ
で
も
歓
迎
。

日
時　

月
３
回
金
曜
夜
７
時
～
８
時
半

場
所　

福
祉
会
館　

４
階
大
ホ
ー
ル

連
絡
先　

伊
東
（
５７５
）
７
２
３
１

剣
道
会
員
募
集　

国
立
剣
道
連
盟

剣
道
で
心
身
を
鍛
え
よ
う
‼

小
学
１
年
生
～
成
人
男
女
を
募
集
。

随
時
受
付
け
（
練
習
時
間
内
）。

初
心
者
歓
迎
。

練
習
日　

㈰
朝
９
時
～
１２
時

　
　
　
　

㈬
夜
７
時
～
９
時

場
所　

第
五
小
学
校
体
育
館

連
絡
先　

網あ
み

谷や

（
５７４
）
８
２
１
４

く
に
た
ち
弓
友
会　

会
員
募
集

和
弓
は
姿
勢
を
良
く
し
、
集
中
力
を

養
い
、
弓
の
強
さ
を
選
べ
ば
誰
に
で
も

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
初
め
て
の
方

で
も
用
具
は
い
り
ま
せ
ん
。
会
費
一
回

５００
円
。
詳
し
く
は
夜
７
時
以
降
電
話
を
。

日
時　

月
３
回
位
㈯
又
は
㈰
朝
９
時
～

場
所　

昭
島
市
総
合
体
育
館
弓
道
場

連
絡
先　

長
谷
川
（
５７６
）
１
４
８
９

「
国
立
練
功
会
」
会
員
募
集

気
功
体
操
と
２４
式
を
中
心
に
、
初
心

者
を
対
象
と
し
て
、
楽
し
く
太
極
拳
を

し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
安
心

し
て
学
べ
ま
す
の
で
、
是
非
体
験
し
て

み
て
下
さ
い
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

矢
川
集
会
所

連
絡
先　

長
谷
川
０９０
（
８３０３
）
７
２
５
４

水
泳
「
と
び
う
お
」
会
員
募
集

春
で
す
！
思
い
き
っ
て
プ
ー
ル
で
泳

い
で
み
ま
せ
ん
か
？　

初
級
・
中
級
・

上
級
別
に
女
性
コ
ー
チ
が
親
切
に
指
導
。

皆
で
楽
し
く
泳
い
で
い
ま
す
。
会
員
は

女
性
の
み
。
初
心
者
歓
迎
。
体
験
可
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

昼
１２
時
～
２
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

横
田
（
５７１
）
６
６
８
８

水
泳
会
員
募
集　

か
も
め
ク
ラ
ブ

健
康
な
身
体
づ
く
り
、
生
活
習
慣
に

水
泳
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
泳

力
別
に
コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け
て
泳
ぎ

ま
す
。
男
女
問
い
ま
せ
ん
。
体
験
可
。

日
時　

毎
週
金
曜
日　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

今い
ま

野の

（
５７１
）
３
９
５
７

国
立
市　

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

女
子
の
部
（
９
人
制
）

日
時　

４
月
２０
日
㈰
朝
９
時
～

場
所　

総
合
体
育
館

連
絡
先　

副そ
え

田だ

（
５８０
）
０
８
５
６

男
子
の
部
（
６
人
制
）

日
時　
５
月
１１
日
㈰
朝
９
時
～

場
所　

総
合
体
育
館

連
絡
先　

佐さ

土ど

原は
ら

（
５７５
）
７
６
６
１

※
詳
細
は
各
連
絡
先
ま
で
。

親
子
ヨ
ー
ガ　

会
員
募
集

０
～
２
歳
ま
で
の
お
子
様
連
れ
で
、

ヨ
ー
ガ
の
体
操
を
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

解
消
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
体
力
づ
く
り
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
。
初
心
者
～
経
験
者

ま
で
ど
な
た
で
も
ご
参
加
頂
け
ま
す
。

日
時　

毎
週
水
曜
日　

朝
１１
時
～
１２
時

場
所　

市
内
の
施
設
や
自
宅
ス
ペ
ー
ス

連
絡
先　

三
田
０９０
（
９１０５
）
６
６
８
０

「
ハ
ン
グ
ル
友
の
会
」
会
員
募
集　

テ
キ
ス
ト
と
先
生
の
プ
リ
ン
ト
を
中

心
に
ハ
ン
グ
ル
を
学
ん
で
い
ま
す
。
韓

国
人
の
先
生
（
女
性
）
を
囲
ん
で
、
ゆ

っ
く
り
と
進
ん
で
い
ま
す
。
途
中
で
止

め
た
方
、
又
始
め
ま
せ
ん
か
。

日
時　

第
一
、
四
㈫
夕
４
時
半
～
６
時

場
所　

公
民
館　

３
階
小
集
会
室

連
絡
先　

工
藤
（
５７７
）
８
１
７
９

万
葉
集
を
謂よ

む
会
へ
の
お
誘
い

歌
人
、
森
山
晴
美
先
生
を
囲
ん
で
万

葉
集
の
巻
一
か
ら
読
書
会
の
形
で
、
疑

問
や
感
想
な
ど
を
出
し
合
っ
て
読
み
進

め
ま
す
。
継
続
す
る
方
、
新
し
く
入
会

す
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
四
木
曜　

昼
２
～
４
時

場
所　

公
民
館

連
絡
先　

立
川
（
５７６
）
０
７
５
８

く
に
た
ち
絵
画
グ
ル
ー
プ
会
員
募
集

絵
画
に
興
味
の
あ
る
方
、
我
々
の
仲

間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。
趣
味
で
描
い
て

い
る
方
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
方
、
先

生
の
指
導
の
下
楽
し
く
描
き
ま
し
ょ
う
。

日
時　

毎
週
木
曜
日　

昼
１
時
～
５
時

場
所　

公
民
館
集
会
室
ま
た
は
ホ
ー
ル

連
絡
先　

浜
田
（
５７６
）
２
３
７
７

く
に
た
ち
押
し
花
サ
ー
ク
ル

春
の
色
い
っ
ぱ
い
の
押
し
花
し
お
り

・
ハ
ガ
キ
作
り
を
愉
し
み
ま
せ
ん
か
？

丹
精
こ
め
て
育
て
た
庭
の
花
達
も
色
鮮

や
か
な
押
し
花
に
し
ま
し
ょ
う
。
初
心

者
歓
迎
。
押
し
花
用
具
他
材
料
費
８００
円
。

日
時　

４
月
２
・
１６
日
㈬
１０
時
～
１２
時

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
小
会
議
室
他

連
絡
先　

高
野
（
５７４
）
８
７
３
４

ひ
ろ
ば

（
８
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

３
月
１１
日
（
火
）
第
１７
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
１５
名
、
館
長
、
職
員
２
名

が
出
席
。
傍
聴
者
１
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認

議
題諮

問
「
現
代
の
地
域
社
会
に
求
め
ら

れ
る
公
民
館
の
事
業
」
に
つ
い
て

山
田
副
委
員
長
よ
り
答
申
案
の
追
加

と
し
て
、
自
然
環
境
に
つ
い
て
の
記
述

の
補
足
と
若
者
を
取
り
巻
く
状
況
の
変

化
、
情
報
化
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
課
題
別
小
委
員
会
か
ら

の
報
告
を
受
け
、
協
議
し
た
。
次
回
ま

で
に
課
題
別
文
章
を
ま
と
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

報
告
事
項

〇
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

サ
ー
ク
ル
訪
問
は
、
取
り
上
げ
ら
れ

た
会
に
参
加
希
望
者
が
増
え
る
な
ど
、

読
者
の
関
心
が
高
く
好
評
と
の
報
告
。

〇
社
会
教
育
委
員
の
会

３
月
１８
日
（
火
）
定
例
会
で
は
前
回

に
続
き
委
員
の
発
表
。

〇
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

４
月
１６
日
の
総
会
を
も
っ
て
委
員
交

代
と
な
る
。
次
回
に
新
委
員
選
出
。

〇
社
会
教
育
学
習
会

昨
年
か
ら
引
き
続
き
「
未
来
夜
話
」

と
題
し
た
３
回
の
学
習
会
を
行
っ
た
。

地
域
へ
の
新
し
い
参
加
の
あ
り
方
を
探

る
企
画
で
あ
る
。
今
回
は
市
民
企
画
提

案
型
で
市
民
、
公
民
館
職
員
と
も
に
自

由
な
意
見
を
出
し
合
っ
た
。
参
加
し
た

委
員
の
感
想
で
は
企
画
進
行
と
も
に
好

評
。次

回
定
例
会
は
４
月
８
日
（
火
）
午

後
７
時
１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。

�

（
佐
藤
節
子
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告
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〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
７
１
〉�

国
立
本ほ

ん

店て
ん�

「
ほ
ん
と
ま
ち
編
集
室
」

ん
と
ま
ち
編
集
室
」
と
な
っ
た
。
現
在

は
、
第
２
期
メ
ン
バ
ー
約
3０
名
が
、
本

業
の
か
た
わ
ら
、
月
１
回
ず
つ
交
代
で

店
番
を
し
て
活
動
し
て
い
る
。
高
橋
さ

ん
は
、「
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
み
た

い
に
、
毎
日
店
番
が
変
わ
る
の
で
、
色

々
な
話
が
で
き
る
」
と
言
う
。

メ
ン
バ
ー
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
伊
藤
貴た
か

大ひ
ろ

さ
ん
は
、「
お
店
じ
ゃ
な
い
変
な
と

こ
ろ
で
、
入
り
づ
ら
い
が
、
目
的
が
な

く
て
も
ふ
ら
り
と
来
て
ほ
し
い
」
と
話

す
。
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
、

本
を
通
し
て
街
の
中
で
誰
か
と
つ
な
が

っ
て
い
く
、
誰
に
と
っ
て
も
居
心
地
の

良
い
場
所
を
目
指
し
て
い
る
。

連
絡
先　

国
立
本
店
（
５７５
）
９
４
２
８

〒
１８６
―
０００４　

国
立
市
中
１
―
７
―
６２

火
曜
日
を
除
く
１3
時
～
１８
時

〈
文
・
写
真　

島
本
優
子
〉

国
立
駅
南
口
を
降
り
て
、
右
手
に
線

路
沿
い
を
ま
っ
す
ぐ
歩
く
。
５
分
も
し

な
い
う
ち
に
「
国
立
本
店
」
は
あ
る
。

こ
こ
は
、「
ほ
ん
と
ま
ち
編
集
室
」
が

企
画
・
運
営
す
る
、
本
を
売
っ
て
い
な

い
、
本
の
店
で
あ
る
。

店
内
に
入
る
と
、
左
手
の
壁
一
面
に
、

正
方
形
に
区
切
ら
れ
た
白
い
本
棚
が
あ

る
。
こ
の
本
棚
は
、「
ほ
ん
の
団
地
」

と
呼
ば
れ
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、

正
方
形
の
区
画
を
自
分
の
部
屋
に
見
た

て
、
お
気
に
入
り
の
本
を
並
べ
て
い
る
。

小
説
、
絵
本
、
ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う
な

本
、
様
々
な
本
が
並
ぶ
。
メ
ン
バ
ー
の

名
前
と
肩
書
も
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

本
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
か
ら
、
人
と
な
り

を
想
像
す
る
の
が
面
白
い
。

こ
の
店
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
本
を

き
っ
か
け
に
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
だ
。
メ
ン
バ
ー

の
高
橋
香
織
さ
ん
は
、「
図
書
館
ほ
ど

堅
苦
し
く
な
く
、
本
が
読
め
て
、
お
茶

も
飲
め
て
、
世
間
話
も
で
き
る
」
と
こ

ろ
が
魅
力
だ
と
話
す
。
も
う
ひ
と
つ
の

特
徴
は
、
店
番
が
毎
日
変
わ
る
こ
と
。

国
立
本
店
は
、
中
央
線
沿
線
の
デ
ザ
イ

ン
関
係
者
が
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
す
る
拠
点
と
し
て
２
０
０
６
年
に
開

設
、２
０
１
２
年
か
ら
運
営
主
体
が「
ほ

ひ
ろ
ば

（
７
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

く
に
た
ち
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

第
３６
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

レ
ス
ピ
ー
ギ　

ロ
ー
マ
の
松　

ラ
ベ

ル
亡
き
王
女
の
た
め
の
パ
バ
ー
ヌ　

ビ

ゼ
ー　

カ
ル
メ
ン
組
曲
よ
り

指
揮
は
神
宮
章
。
入
場
無
料
。

日
時　

４
月
１3
日
㈰　

昼
２
時
開
演

場
所　

一
橋
大
学　

兼
松
講
堂

連
絡
先　

事
務
局
０８０
（
５４４５
）
９
２
９
２

Ｌ
・
Ｇ
・
Ｂ
・
Ｔ
に
つ
い
て
考
え
る

ク
ラ
ス
に
一
人
は
居
る
、
セ
ク
シ
ャ

ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
。
当
事
者
を
追
い
つ

め
な
い
社
会
を
求
め
映
像
を
観
て
学
び

ま
す
。（
ひ
ろ
ば
欄
２
月
掲
載
の
当
案
内
、

不
適
切
表
現
を
陳
謝
致
し
ま
す
）

日
時　

４
月
１６
日
㈬
夜
７
時
～

場
所　

ス
ペ
ー
ス
Ｆ

連
絡
先　

遠
藤
（
５７３
）
４
０
１
０

国
際
友
好
会
ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
会

四
月
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
会
は
、
留
学
生
の
カ
ル

リ
ー
ノ
・
サ
ル
バ
ト
ー
レ
さ
ん
を
お
招

き
し
て
イ
タ
リ
ア
の
文
化
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
。
参
加
費
は
１００
円
で
す
。

日
時　

４
月
１７
日
㈭
夜
６
時
半
～

場
所　

一
橋
大
学　

国
際
交
流
会
館

連
絡
先　

芦
沢
（
５７６
）
０
４
７
４

第
１８８
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ 

マ
チ
ュ
さ
ん
の
フ
ラ
ン
ス
料
理

お
得
意
の
家
庭
料
理
を
習
い
ま
し
ょ

う
。材

料
費
８００
円
。
ふ
き
ん
と
ゴ
ミ
袋
を

ご
持
参
下
さ
い
。

日
時　

４
月
１９
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

学
習
会
「
集
団
的
自
衛
権
問
題
と 

 

中
東
ア
フ
リ
カ
情
勢
」

集
団
的
自
衛
権
は
中
東
ア
フ
リ
カ
で

の
戦
闘
に
も
使
わ
れ
る
危
険
が
…
…
。

講
師　

高
林
敏
之
さ
ん
（
ア
フ
リ
カ
地

域
研
究
者
）�

町
の
問
題
を
考
え
る
会

日
時　

４
月
１９
日
㈯
昼
１
時
半
～
４
時

場
所　

公
民
館　

３
階
集
会
室

連
絡
先　

上
村
０９０
（
１８１４
）
８
３
７
１

落
合
實　

仏
像
彫
刻
展
（
茜
会
）

川
の
流
木
や
山
の
倒
木
、
廃
材
な
ど

を
利
用
し
た
木
彫
仏
。
江
戸
期
の
円
空

仏
の
よ
う
な
素
朴
な
味
わ
い
が
特
徴
。

菩
薩
像
を
中
心
に
、
如
来
、
不
動
明
王

な
ど
約
百
体
ほ
ど
を
展
示
す
る
。

日
時　

４
月
２４
㈭
～
3０
日
㈬
昼
３
時

場
所　

公
民
館　

１
階
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

奈
良
（
５７３
）
２
８
８
２

地
震
と
原
発
連
続
映
画
上
映
会 

「
原
発
の
町
を
追
わ
れ
て
」

原
発
事
故
に
よ
り
双
葉
町
民
は
埼
玉

県
加
須
市
の
騎
西
高
校
に
避
難
。
校
舎

の
「
日
常
生
活
を
、」
生
の
声
を
記
録

し
た
映
像
で
す
。
資
料
代
５００
円
。

日
時　

４
月
２５
日
㈮
夜
６
時
半
～

場
所　

公
民
館　

３
階
講
座
室

連
絡
先　

矢
崎
０９０
（
３２４７
）
８
８
４
８

「
く
に
た
ち
公
民
館
だ
よ
り
」 

タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
募
集

現
在
の
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
は
２

０
０
３
年
１
月
号
か
ら
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
約
１０
年
が
経
過
し
た
の
を
機

に
、
新
た
に
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
と
号
数
、
発
行
年
月
日
、

発
行
者
、
住
所
、
電
話
番
号
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
横
書
き
で
は
な
く
縦

書
き
で
も
結
構
で
す
。
書
体
も
自
由

で
す
。

○
応
募
資
格

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

○
応
募
方
法

公
民
館
へ
郵
送
ま
た
は
持
ち
込
み

○
締
め
切
り

８
月
3１
日
㈰

○
選
考

公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

詳
し
く
は
公
民
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

爛漫に咲き誇る（２０１０年）
撮影　松川雄次郎さん（東）

本
を
仲
立
ち
に
、
街
を
編
集
す
る


